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【２】子どもの遊び場・子どもの移動手段など 

（２－１）子どもがよく遊ぶ場所（ Ｃ 群 ： 一 般 保 護 者 ・ Ｃ ´群 ： 心 身 ハ ン デ ィ 児 の 保 護 者 等 へ の 質 問 ） 

 

★★… 子どもの戸外遊び場は公園が多い …★★  
子どもがよく遊ぶ場所を４つ以内選択する設問では、

一般保護者の回答では、家の中が最も多く、戸外遊び

場としては公園が多い。その次は家の近くの路地であ

った。心身ハンディ児の保護者等の回答では公園の選

択率が一般保護者より低かった。かつて子どもがよく

遊んだ空き地や原っぱ、川などは少ない。 
 
（図２－１）「子どものよく遊ぶ場所」（Ｃ群：一般保護者・Ｃ´群：心身ハンディ児の保護者等の回答）  

※回答は複数選択式。数字は選択した人の割合。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２－１－補）居住地の人口密度別に見る「子どものよく遊ぶ場所」（ Ｃ 群 ： 一 般 保 護 者 へ の 質 問 よ り ） 

★★… 都市部では、戸外遊び場の選択肢が少ない …★★  
 一般保護者の回答のうち人口密度が 6000 人／ｋ㎡

以上の都市の居住者と 1000 人／ｋ㎡以下の地方の居

住者の回答を比較したところ、後者のほうが戸外遊び

場の選択の幅が広い傾向にあった。人口密度の高い都

市部は、公園が戸外遊び場の中心であり、遊べる路地

も多くないようだ。 
 
（図２－１―補）居住地の人口密度別に見る「子どものよく遊ぶ場所」（Ｃ群：一般保護者の回答より）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他の遊び場と

しては、一般保護者

の回答では園庭、集

合住宅の敷地内、自

宅の庭、駐車場など

が、心身ハンディ児

では福祉会館やプ

ールなどの施設が

複数挙がっている。

  お 子 さ ん が よ く 遊 ぶ と こ ろ は ど こ で す か 。（ ３ ～ ４ 個 ま で ○ を ）  

   1:自 分 や 友 達 の 家 の 中  2:家 の 近 く の 路 地  3:空 き 地 や 原 っ ぱ  4:公 園  5:児 童 館  

   6:学 校 の 校 庭  7:田 ん ぼ や あ ぜ 道  8:川 や 海 辺  9:そ の 他  

質 問  

人口密度６０００人／ｋ㎡以上の都市： 

東京都内・大阪市・市川市・横浜市・名古屋

市・草加市・尼崎市など 

人口密度１０００人／ｋ㎡以下の地方： 

高知県香美郡・つくば市・山形市・鳥取県気

高郡・鳥取市・三重県安芸郡・松阪市など 
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（２－２）小学生らがよく遊ぶ場所 （ Ｄ 群 ： 小 学 生 ・ Ｄ ´群 ： 心 身 ハ ン デ ィ 児 へ の 質 問 ）  
 
 

 
 

★★… 小学生は家周辺や公園でよく遊ぶ …★★  
 
 小学生の回答（４個まで選択）では、家の中が８割

で、家のまわりが６割、公園も６割近くあった。家の

中が最も多く、田んぼや山や川などの自然空間が少な

いのは、保護者の回答と同様である（注：左の回答群

の子どもとこちらの小学生とは無関連で、地域構成も

異なる）。 
 心身ハンディ児では、家の中に次いで公園が多いが、

家のまわりは少ない。 
 

（図２－２）小学生らのよく遊ぶ場所（Ｄ群・Ｄ´群の回答）  
※回答は複数選択式。数字は選択した人の割合  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ど こ で よ く 遊 び ま す か 。（ ３ こ か ４ こ ま で ○ を ）  

   1:自 分 や 友 だ ち の 家 の 中  2:自 分 や 友 だ ち の 家 の ま わ り （ 道 な ど ）  3:公 園  4:学 校 の 校 庭  

   5:児 童 館  6:学 童 ク ラ ブ の 中  7:あ き 地 や 原 っ ぱ  8:田 ん ぼ や あ ぜ 道  9:山  10:川 や 海  11:そ の 他 

質 問  

「その他」の遊び場と

しては、小学生では 17

件あり、「まち」（２

名）、「地域センター」

「 神 社 」「 長 崎 屋 」

「教会」など。「家を

建 て る 前 の 空 き 地 」

「前は田んぼやあぜ

道があってそこで遊

んでいた」「遊ぶ気が

しない」という回答も

あった。 

＊心身ハンディ児は

「 ほ と ん ど 家 の 中 」

「教会」「川の土手を

散歩」の３件だった。

子ども自身の回答 
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（２―３）戸外遊び場の家からの距離 （ Ｃ 群 ： 一 般 保 護 者 ・ Ｃ ´群 ： 心 身 ハ ン デ ィ 児 の 保 護 者 等 へ の 質 問 ）  

 

★★… ３割以上は、家から１００ｍ以内に遊び場がない …★★  
 子どもの戸外の遊び場は、一般保護者の回答では家

から 100ｍ以内が６割だった。子どもの年齢層別に遊

び場までの距離（図２－３－Ｂ）とよく遊ぶ場所（表

２－３）を見ると、子どもの年齢が低いほど家の近く

で遊んでいることがわかる。 

 とはいえ、０～６歳児の３割以上は、遊び場が家か

ら 100m 以上離れている（公園が多いと思われる）。家

の周辺に適当な遊び空間がないと、家の中で遊ばせる

時間が増えてしまうことはないだろうか。 

 
（図２－３－Ａ） 子どもが自由に遊べる戸外遊び場までの家からの距離（Ｃ群・Ｃ´群の回答）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図２－３－Ｂ）子どもの年齢層別に見る、家から戸外遊び場までの距離（Ｃ群：一般保護者の回答より）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（表２－３） 子どもの年齢層別に見る「よく遊ぶ場所」  
 
 

自分や友達

の家の中 
公園 家の近く 

の路地 
校庭 空き地や 

原っぱ 
児童館 田んぼや 

あぜ道 
川や海

辺 
その他 

０～３歳 90 76 41 11 12 10 6 1 13 
４～６歳 91 76 45 19 14 7 5 1 10 
７～９歳 90 67 45 31 19 10 5 1 10 

１０～１２歳 88 70 35 41 14 9 4 2 9 
１３歳～ 92 75 28 39 17 8 3 3 8 

                    ※数値は各年齢層該当者のうちの割合（％）  

  お 子 さ ん が 自 由 に 遊 べ る 戸 外 の 空 間 （ 路 地 、 空 き 地 を 含 む ） は 家 の そ ば に あ り ま す か 。  

   1:家 か ら 100ｍ 内 に あ る  2:家 か ら 200ｍ 内 に あ る  3:そ れ 以 上 の と こ ろ に あ る  

質 問  
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（２－４）子どもたちの外出時の移動手段 （ Ｄ 群 ： 小 学 生 ・ Ｄ ´群 ： 心 身 ハ ン デ ィ 児 へ の 質 問 ）  

 

★★… 子どもたちの移動手段は歩きと自転車が中心 …★★  
 
 小学生の外出時の移動手段（複数に丸をつけた子も

いるため、回答数は 1.2 倍となった）は、「自転車が多

い」と「歩きと自転車が半々」を合わせると半数を超

え、自転車がかなり使われていることがわかる。学年

別に見ると、やはり高学年ほど自転車利用が多くなっ

ている。 
 

（図２－４－Ａ）小学生らの外出時の移動手段（Ｄ群・Ｄ´群の回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図２－４－Ｂ）学年別移動手段（Ｄ群：小学生の回答より） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  友 達 の 家 や 外 に 遊 び に 行 く と き や 、 塾 や 習 い 事 に 行 く と き は 、 ど う や っ て 行 き ま す か 。  

（ あ て は ま る も の に ○ を ）  

1:歩 く こ と が 多 い  2:自 転 車 が 多 い  3:歩 き と 自 転 車 と 半 々  

4:親 に 車 で 送 っ て も ら う こ と が 多 い  5:電 車 や バ ス が 多 い  

※実際のアンケートでは平仮名を多くし漢字にはルビを振った。以下同じ。  

質 問  

子ども自身の回答 

子ども自身の回答 


